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１．法令等の遵守
ATCは、法令の遵守はもとより、あらゆる場面で人権を尊重し、社会的良識をもって行動します。

２．社会的に有用なサービスの提供
ATCは多様化する消費者等のニーズに応えるとともに、安全かつ有用なサービスの提供に努めます。

３．長期的視野にたった経営
ATCは、短期的な収益のみにとらわれず、常に長期的な視野に立った経営を行います。

４．公正な取引
ATCは、公正かつ自由な競争の確保が市場経済の基本ルールとの認識のもとに商活動を行い、また、
政治・行政との健全かつ正常で透明な関係を維持します。

５．企業情報の開示
ATCは、株主はもとより、広く社会とのコミュニケーションをはかり、積極的に企業情報を正確かつ公正
に、適時開示します。

６．環境保全への配慮
ATCは、環境問題への配慮を常に忘れず、自主的、積極的に取り組みます。

７．社会貢献
ATCは、企業の利益と社会の動きを調和させ、『よき企業市民』としての役割を積極的に果たします。

８．働きやすい職場環境の実現
ATCは、従業員のゆとりと豊かさを実現し、働きやすい環境を確保するとともに、従業員の人格・個性
を最大限に尊重し、自由闊達で創造性の発揮できる企業風土を実現します。

９．反社会的勢力及び団体との対決
ATCは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会勢力及び団体には断じて屈しません。
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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

 ⑴二酸化炭素排出削減

 ⑵廃棄物排出削減

 ⑶水使用量削減

 ⑷グリーン調達・グリーン購入の推進

３ ．

１．ATC行動基準に則り、環境保全と規律維持に努めます。

制定日：

環境保全への行動指針

環境経営方針

2020年9月24日

代表取締役社長

達成に寄与する
主なSDGｓの番号

４．来館者、取引先、株主、従業員などステークホルダー
　　のみなさまと積極的にコミュニケーションをはかり社
　　会の要請に応じた企業価値の向上に努めます。

企業、団体、自治体等と協働で環境や社会問題解決に
率先して取り組み、産業を振興することでベイエリア
を中心とした地域活性化につなげます。

当社は、大阪ベイエリアの咲洲（さきしま）地区で､大型複合施設「ATC」を運営しております。
延べ床面積33万㎡に及ぶ建物には、オフィスやショールーム、レストラン、物販店舗にご入居いただ
き、「ATCホール」では展示会、イベントなどの貸館や自主企画イベントを実施し、多数のお客様にお
越しいただいております。
また、介護福祉、環境ビジネス、輸入住宅建材等の常設展示場やデザイナー・クリエイターの創業支
援施設を大阪市とともに運営し、当館を利用したIoT、RT(ロボットテクノロジー)を活用した実証事業
などの取組を通じて、社会課題の解決や地域活性化にも積極的に取り組んでおります。
公益社団法人2025年日本国際博覧会協会は、EXPO2025グリーンビジョン（2023年版）を公表し、持続
可能性の実現を目指すとしています。当社におきましても、「エコアクション21」の取り組みを通じ
て、環境経営を推進しSDGｓの達成に貢献するとともに、近隣の施設・企業・団体や地域住民の皆様と
ともに大阪ベイエリアの発展に寄与して参ります。

２．事業活動を通じて、以下に継続的に取り組み、地球
　　温暖化の緩和と持続可能な社会の構築に貢献します。

木村　　繁

大阪ベイエリア咲洲地区で大型複合施設「ATC」を運営する弊社は、本業である不動産賃貸
及び管理、催事・展示会の企画及び開催、各種の公共施設の運営を通じて、国連が定めた持
続可能な開発目標(SDGs)を踏まえた地球温暖化問題への取り組みを積極的に推進し、持続可
能な地域の発展に寄与するため、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいり
ます。
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

アジア太平洋トレードセンター株式会社

代表取締役社長　木村　　繁

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市住之江区南港北2丁目1番10号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 専務取締役　伊東　一哉 TEL：０６－６６１５－５０００
担当者 安田夏実 TEL：０６－６６１５－５０００

（４） 事業内容
不動産の賃貸及び管理、各種催物、展示会の企画及び開催、駐車場運営　他

（５） 事業の規模
売上高 億円 （2022年度）

従業員　　　　　 名

延べ床面積　　　 ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名：アジア太平洋トレードセンター株式会社
対象事業所：ATCビル
対象外：なし
活動：不動産の賃貸及び管理、各種催物、展示会の企画及び開催、駐車場運営　他

60
本　　　社

総務部

59.5

336,000

2022年6月24日

4



□「ATCのご紹介」、「ATCの概要」事業や製品（商品）の紹介

主な事業内容 ： 大型複合施設ATCビルの運営・管理
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

役割・責任・権限

・環境に関する内部監査の計画

・環境経営方針の策定・見直し

環境経営委員会

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

・環境経営システムの構築、実施、管理

経営
戦略室長

広報企画
室長

商業開発
事業部長

公共サービス
事業部長

・環境に関する内部監査の実施・報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営レポートの確認

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

環境経営責任者（専務）

・環境活動の実績集計

廃棄物分科会
（主：ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部
　副：ﾎｰﾙ事業部
       総務部）

環境経営事務局

SDGｓ分科会
（主：公共サービス事

業部
　副：広報企画室）

　　CO2分科会
（主：経営戦略室

 副：ﾋﾞﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部）

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

（監査役・総務部）

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営方針・計画の審議

全従業員

・環境関連法規など取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく評価の実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境管理責任者を任命

内部監査チーム

2022年6月24日

総務部長

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

ホール
事業部長

オフィス
事業部長

・試行・訓練を実施、記録の作成

ビルマネジメ
ント部長

（事務局長は毎年各部門長で持ち回り）

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

代表者
社長　木村　繁

環境経営委員会
     環境経営事務局
・経営戦略室・総務部
・ビルマネジメント部・オフィス事業部
・ホール事業部・公共サービス事業部
・商業開発事業部・広報企画室
    事務局長：安田　夏実
    副事務局長：北澤　弘行

環境経営責任者

専務 伊東 一哉

内部監査チーム

監査役 有村 祥一
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

Kg
Kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
二酸化炭素排出係数ついては当社の活動内容での実績を見るため固定値にしています。

※冷水、温水、蒸気のCO2排出係数　0.057t-CO2/GJ

□環境経営目標及びその実績

✕

✕
〇

✕
✕

✕
〇

✕

✕

〇

〇

〇

✕

〇

✕

※化学物質は使用していない。

338,246

2021年

行動目標（次項による）

2019年

94.0%

8,413,937二酸化炭素総排出量 9,212,811

539,760

産業廃棄物の削減（ATC
ホール除く全館）

88,967

2022年

水使用量 103,933

廃棄物排出量

86.7%

（目標） （実績）

0.318

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減（ATCホール）

2022年
8,233,028

　一般廃棄物排出量 702,420

3.09

75,334

売上高原単位 kWh/千円
84.6%

（目標）
評
価

2019年

熱供給による二酸化炭
素削減（ATCホール除く
全館）

87,547
189,756

2023年 2024年

3,171,543

89,618

稼働率原単位 kWh/日 1,636.33
3,019,233

電力による二酸化炭素
削減（ATCホール除く全
館）

kg-CO2 5,809,867

　産業廃棄物排出量

項　目

上記二酸化炭素排出量合計

83.6%

kg-CO2

2.580
基準年度比

kg-CO2

89.5%

2.64

1,292.51

88.5%

88,669
0.00830.0084

kg 702,420

kg-CO2

2019年

9,212,811

305,126

基準値

1,227.24
76.0%

5,035,508

kg-CO2 134,251

2019年

591,160

基準年度比

2,838,531 2,806,815

4,973,246

95.2%

基準年度比

66.8%

48.4%

熱供給による二酸化炭
素削減（ATCホール）

水道水の削減

97,151

稼働率原単位 GJ/日 6.61
基準年度比

売上高原単位

リサイクルの推進（リ
サイクル率）

リサイクル率

コピー用紙削減 枚

一般廃棄物の削減(全
館)

2019年

kg

基準年度比 2019年

基準年度比

基準年度比 2019年

37.4%

2019年

2019年
6.21 6.56

91,322
GJ/千円 0.0094 0.0085 0.0089

2019年

46.6%

6,874

90.5%

84.2%

91,045 87,547

SDGsの取組と情報発信
の強化 行動目標（次項による）

85.6%

基準年度比

kg 33,120

73.3%

7,753,678

4,915,147 4,857,049

6.14 6.08

2,870,246

85.6%

102,031 100,688

90,350 89,379

80,779

2.89

1,259.97

（目標）

25,900

125% 110.2% 112.9%

25,569 25,237

40.2%

47.0%

495,681

行動目標（次項による）

86.6%

万博を契機とした産業
振興（ビジネス活動）

グリーン調達・グリー
ン購入の推進

グリーン購入比率

77.0%

2019年

基準年度比 2019年

社会の要請に応じた企
業価値向上

基準年度比

産業廃棄物の削減（ATC
ホール）

41.2% 42.2%

87.6%

90,006103,933

644,015 430,202 417,322

基準年度比

㎥

521,898

65.8% 64.8%

12.9% 45.0% 34.9% 46.0%

24.2%

8,038,187

147,681

91.3%

8,233,028

84.2%

507,850

141,578

72.3%74.3%

92.0%

514,874

46.4%

73,905

364.3%

144,630

47.4%

7,663,864

103,373

（基準年)

1,243.61

78.2% 20.8% 77.2% 76.2%

423,762

93.0%

271% 356.6%

2.611

77.0% 66.8% 75.0%

591,160

8



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減（ATCホール除く全館）

2019年

2022年

電力による二酸化炭素削減（ATCホール）

2019年

2022年 24,988 15,624

〇

目標未達成
・2022年度は「再生可能エネルギー」の導入率を3％から8％にアップさせ
たため、それに合わせて目標値も前年度から大幅アップ（94.9％⇒
85.6％）させて各取り組みを行った。
・主な取り組みとしてはエネルギーコスト高騰対策やCO2削減のため、BM
部が共用部照明点灯箇所、大型設備の運転時間の見直し等、徹底した
節電対策等を講じた。
・また、2022年度はFCU更新5カ年計画の最終年度で11月以降から実施し
たが、省エネ率が38.2％（ダイキン調べ）であるため、基準年から大幅な削
減が実現したことが想定される。
・さらに、2022年度は大型テナント2社のLED更新工事を実施し、2023年3
月・4月実績でA社75.6％、B社69.9％の電気使用量削減となった。
・しかしながら、本年度は夏場は気温上昇、冬場は気温低下があり、空調
使用量が増加したことから目標は未達となったが、前述のFCU更新工事
等の影響で、昨年と比較するとCO2排出量は7.5％の削減となった。
　
・FCUの更新については2022年度中に完了し、2023年度はテナント区画
の照明LED化を進めていく中で、冬場の室温に関する法令順守に目を
配っていく必要がある。

1月

＜広報企画室＞　福井　鋳物

1,462,382

11月 12月

19,135

取り組み計画

4月

・スポットライトのLED化

・「環境価値メニュー」を採用し、電力使用量のうち

1,705,655

・共用部の照明点灯箇所・時間について現状を把握し、見直す。

＜ビルマネジメント部＞　桑村・鎌田・河野・村上

6月

・リリース配信、ホームページや館内で周知7月末

1,416,206

・新規入居区画は天井照明をLED化する

1,457,134

・新規テナントへ向けてのLED化の提案、テナントへの協力要請

・こまめな電源のON・OFF　 〇

・エスカレーター、階段の利用 〇

数値目標

・空調は適正温度に設定しましょう

1,506,133

6月

1,457,970

5月

30,048 43,118

自主催事による再エネの導入

1,535,013 1,549,0821,404,821 1,442,867

◎

達成状況

49,105

1,641,342

38,58324,351 24,023

・FCU更新工事の実施（11月～3月）

取組結果とその評価
達成状況

✕
＜全社共通＞　

1,589,972

1,374,1711,431,798

〇

〇

1,409,732

9月

1,430,712

◎

1,399,851 1,314,318

〇

〇

達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

12月11月7月

◎

〇

・環境レポートのビジュアル化（ﾊﾟﾝﾌ、ﾘｰﾌ作成）7月末

・公共入居者への節電の周知

＜オフィス事業部＞　富永　井上

＜公共サービス事業部＞　北澤・田中・柳大路

　8％を「再生可能エネルギー」とする。

⇒実績をつくり１つのパッケージプランを策定する

◎

〇

5月

数値目標

7月 8月4月

・ノー残業デーは定時退社を！

取組結果とその評価、次年度の取組計画

23,628 34,301

1,437,218

目標達成
・ATCホール稼働率が66.4％となり、コロナ前の基準年度に近い水準に
なった（2019年度稼働率70.5％）が、未だ来館者制限が残ることや、電力
消費量が多いイベントが開催されなかったこと等が影響し、空調にかかる
電力使用量を抑制することができ目標達成となった。（目標値77.0％、実
績66.8％）
・テオヤンセン展では一部使用電力にグリーン電力の購入を行うととも
に、その対応を他社のイベントにも広げるよう活動した。
・2023年度のATCホールの稼働率はコロナ前の水準にほぼ戻ることを見
込むが削減に努めていく。

8月

〇

23,101
3月

3月

33,961 8,069

△

1,500,3951,491,226 1,505,881
2月

33,576
21,188

1,426,260
10月

2月

14,591
38,717 50,526

1,591,763

1月9月 10月
39,592 43,767

27,449
43,829

23,227
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熱供給による二酸化炭素削減（ATCホール除く全館）

2019年

2022年

熱供給による二酸化炭素削減（ATCホール）

2019年

2022年

・FCU更新工事の実施（11月～3月） ◎

92.3 38.8

〇 目標達成
・今期は夏場の気温上昇や冬場の気温低下の影響があったものの、電力
同様、イベントの来場者制限が残ることや空調の使用が多いイベントが開
催されなかったことなどが影響し、また、年度を通しては利用者への空調
適正温度の呼びかけや協力会社への節電要請により空調使用を抑制で
きたことから目標達成となった。（目標値94.0％、実績91.3％）
・2023年度のATCホール稼働率はコロナ前の水準にほぼ戻ることを見込
むが削減に努めていく。

1,963.4 10,109.6

〇
＜オフィス事業部＞　富永　井上

2,013.7 3,144.8 7,416.1

228.5

＜ビルマネジメント部＞　桑村・鎌田・河野・村上

3,523.0

328.1

9月

6月 7月 8月

〇
・協力会社への節電の要請 〇

177.2 14.6

2月

9月

5,619.1

数値目標

138.4 262.6 380.5

1月 2月

8,763.8 9,640.4

55.6 26.8

3,147.4 2,898.0

・利用者へ空調の適正温度の呼びかけ

＜広報企画室＞　福井　鋳物

1.6

40.2

6月

4月 5月

452.2

達成状況

2,465.6

数値目標 ✕

5,292.53,797.0
3月

・啓発ステッカーの配布、テナントへの協力要請 〇

・空調の適正温度設定 〇

7月 8月

・環境レポートのビジュアル化（ﾊﾟﾝﾌ、ﾘｰﾌ作成）7月末 〇

＜全社共通＞　

・プラスチック製品の購入削減 〇

＜公共サービス事業部＞　北澤・田中・柳大路

4月 5月

2,957.3
7,701.9 4,894.6

12月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・デマンドコントロールしながら、効率の良い空調運転
を行う。 ◎

・公共入居者へ適正温度設定の周知

2,327.1 3,260.5

69.3

7,699.3

12月10月 11月

103.7

3月

10月 11月 1月

50.6 1.3

219.8

目標未達成
・未利用エネルギーである海水を、熱源水・冷却水に活用する、エ
ネルギー効率の向上及び環境に配慮したシステムである地域冷暖
房システムをオープン以来採用している。
・熱供給によるさらなる二酸化炭素について、大幅な削減は難しい
が、5カ年計画の5年目となる2022年度も、ファンコイルユニット更新
工事により削減を図った。
・しかしながら、熱供給は気温の影響を大きく受けるため、夏場の
気温上昇と冬場の気温低下の影響などにより目標未達成の月が
多くあり目標未達成、前年比は103.0％（51,439GJ⇒52,969GJ）と
なった。（目標値90.5％、実績95.2％）
・2023年度はオフィステナントの空調料金定額化により熱供給量増
加が懸念されるため、効率の良い空調運転を行うよう心がけるとと
もに、地球環境への配慮をテナントにも周知していくことが必要で
ある。

3,182.22,947.4

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1,980.21,865.2

156.1 348.7 19.2

・リリース配信、ホームページや館内で周知7月末 〇

30.8 23.1
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一般廃棄物の削減(全館)

2019年

2022年

産業廃棄物の削減（ATCホール除く全館）

2019年

2022年

達成状況

5,836
9,003

〇・テナントへの協力要請

7月

56,070
50,010

47,51047,470

4月 9月
10,863 13,653

　データの透明性確保を図る。

〇

　5/2～　飲食店の生ゴミ計量中（指標算出の為）

・不要なDMを断る

13,093

・種類別排出量の把握 〇

・分別方法の徹底による再資源化の推進（社
〇

12,103
10月 12月

15,271

1月
10,493

8月

46,550 46,630

9月 10月

47,540

169,743

数値目標 〇

62,820

5,539

　（5/31　提出期限）

達成状況

・種類別排出量の把握

◎

59,660

数値目標

58,320

　対象店に使用品名と具体的な削減内容の提出

＜ビルマネジメント部＞　桑村・村上・河野

〇

◎

4月

＜総務＞　安田・渡邊・森

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月

・細かな分別の徹底 〇

11月 12月 3月

✕ 目標未達成
・商業テナントでは初の試みとして各店舗に食品残渣量測定し報告
し、削減率に応じて表彰する制度を作った。食品残渣は来館者に
比例するが、2023年1月から3月の結果は12.5％の削減(基準の
2022年5月から12月の平均実績比)となった。
・今年度は夏の第7派、年末年始の第8派にみまわれたものの、コ
ロナによる行動規制がなく、経済活動が活発化している中で、館内
入居テナント（オフィス系、商業系とも）の業務が活発になったこと
が影響し、廃棄物の量も増加、結果目標未達成となった。（目標
74.3％　実績84.2％）
・また2021年度途中からATCホールからの廃棄物の一部を一般廃
棄物として処理することにしたことも影響した。
・2023年度はプラスチックの分別を進めること、商業テナントの食品
残渣削減も引き続き推進する。

5月 6月 7月 8月

5,270 4,605 4,050 4,519 4,490
11,333 15,543 15,233 11,413 12,653

11月

53,240

5月

＜商業開発事業部＞

・使い捨てプラスチック削減の取り組み

55,200 63,310

　毎月、計量記録を提出。

6月

＜全社＞　安田・渡邊・森

＜ビルマネジメント部＞　桑村・村上・河野

1月

・電子マニフェストを導入することにより、法令順
守の徹底、

2月

・生ゴミ削減に向けた取組み

66,350 61,840

3月

44,30052,490
59,710 48,53063,350

47,780 52,230

取組結果とその評価、次年度の取組計画

49,350

＜オフィス事業部＞　富永　井上

13,0763,795 3,478

53,320

3,976

・ATC事務所のゴミの量の削減 〇
・なるべく使い捨て商品を購入しない 〇

・テナントの産廃は各自で適正に処分してもらう。 〇

目標達成
・2021年度から実施した廃棄物の分別推進が入居テナントにも浸透し大
幅削減できた。
・これまで毎年度末に産業廃棄物処理を行ってきた。特に2021年度は万
博需要拡大にともない、レンタブル面積の確保のため、大量の産廃処分
を行った。今年度は産業廃棄物処理量が大幅減少となり目標達成となっ
た。（目標48.4％、実績24.2％）
・2023年度はプラスチックごみの分別強化により今まで一般廃棄物として
処分していたものが産廃となるが、あわせてリサイクル率の削減に努め
る。

〇
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産業廃棄物の削減（ATCホール）

2019年

2022年

リサイクルの推進（リサイクル率）

2019年

2022年

達成状況

＜ビルマネジメント部＞　桑村・村上・河野

段ボールなど産廃としていたものを当社にて

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標

11月 12月 3月9月

〇 目標達成
・今年度のATCホールの稼働率は基準年度に近い水準まで回復したが、
イベントから発生する廃棄物量の削減が進んだことや、2021年度途中か
ら開始したイベントから発生するダンボール、ペットボトルなどの分別でき
る廃棄物を一般廃棄物として処理することで廃棄物削減を行った。（目標
78.2％　実績20.8％）
・2023年度はイベント主催者と一体となってさらに廃棄物削減を推進して
いく。

計測による数値の見える化 ◎

54.3%

〇

目標達成
・今年度はこれまで年度末に実施していた産業廃棄物処理量が大幅減少
したことから目標達成となった。（目標40.2％、実績46.6％）
・ATCホールから発生する産業廃棄物を一般廃棄物として処理することに
変更したこともリサイクル率アップに貢献した。
・2023年度はさらにリサイクル率のアップを目指す。

11月 12月
45.2%43.3% 37.9%

43.3%
44.6%

10月 2月

41.8% 46.4%
45.3% 43.2%41.9% 13.7%

49.4% 46.2% 42.5% 49.8% 46.6%

01,480 4,2900 9,7303,980 1,010

⇒今年度は基礎を積んで、次年度に繋げる

3,1102,460 4,120
4月

300 1,0901,190 690

49.4% 46.9% 44.1%

〇

43.1%

0

10月

0

3月7月

・分別方法を徹底する（社内・ﾃﾅﾝﾄへの周知）

4月 5月 6月

達成状況

5月 6月 7月 8月

8月

1,480

処理することでリサイクル率UPを目指す

46.5%

数値目標 〇

1,310 0

〈ホール事業部〉内田　前川

9月
48.3%46.1%

1月 2月

1月

1,460

取組結果とその評価、次年度の取組計画

144 1,660

・リサイクルを得意とする処理業者を活用する。 〇
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コピー用紙削減

2019年

2022年

水道水の削減

2019年

2022年

＜ビルマネジメント部＞　桑村・村上・河野

45,708
37,00434,869

9,102

〇

10月
8,891

37,82336,069

5月 6月

8,429

4月

・裏紙の利用

2月 3月

34,909

12月 3月
7,1689,998

2月1月11月
8,953 9,040

9月

7,206

4月 5月 7月
6,626

7,325 8,113
9,479

7,920

達成状況

数値目標

8月
10,284

6,922

・トイレ更新工事の実施（3月）

7,329 7,951 6,7237,305

51,083

✕

50,065 49,689

6,555

目標達成
・今年度はコロナによる行動規制がなく、経済活動が活発化している中で
来館者は回復傾向にあったが、トイレの更新工事を実施したことなどによ
り節水され水道水が削減となった。（目標87.6％　実績84.2％）
・2023年度は入居テナント増や来館者の増加を見込むが水道水の削減に
努める。

40,067

〇

52,029

8,407

54,160

・会議体のペーパーレス化推進 〇

7,381 6,817

〇

66,777

7,556

41,354
76,265

46,657
47,928

12月
42,580

1月
59,779

47,056

8月 9月 10月 11月
57,793 48,052

7月
41,861
40,119

・業務の効率化、申請書類の電子化等

達成状況

数値目標

＜経営戦略室＞　中村　渡辺

取組結果とその評価、次年度の取組計画
目標未達成
稟議書の電子化、会議のペーパレス化、社員へのタブレット端末の普及
などにより社内のペーパレス化が削減が進んだが、一方でコロナによる行
動規制がなく、経済活動が活発化している中で各部の業務量が多くなり、
それに連動してコピー用紙使用量は増加し目標未達となった。（目標
66.8％　実績77.0％）
・2023年度はデジタル化によりペーパレス化を一層すすめることなどを検
討していく。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

＜全社＞　安田・渡邊・森

6月

〇
・コピーの両面、集約などの機能の活用 〇
・会議資料等のペーパレス化 〇

0
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グリーン調達・グリーン購入の推進

取組紹介欄

2019年

2022年

SDGsの取組と情報発信の強化

万博を契機とした産業振興（ビジネス活動）

社会の要請に応じた企業価値向上

27.3%
28.3% 2.2%

◎

15.7%

・事務用品、備品はグリーン購入適合商品を優
先して購入する

6月

14.3%

5月

・FCU更新工事の実施（11月～3月）

＜全社＞　安田・渡邊・森
数値目標

〇

・電子機器類は可能な限り修理して長く使う

8月 2月

目標未達成
・グリーン購入については目標45.0％のところ34.9％となったが、理由とし
ては各部からの購入依頼商品がグリーン購入対象外商品が多かったこと
やグリーン購入対象商品がなかったためである。
・2023年度はできるだけグリーン購入対象商品を購入することに努める。

3月

〇

〇
＜総務部＞安田・渡邊・森

12月

＜ビルマネジメント部＞　桑村・村上・河野

・一時的な利用はレンタルを検討する

✕

△

・リサイクルペーパーの使用（コピー用紙、名刺等）

4月 10月
0.0% 33.3% 11.4% 13.6% 12.7% 5.2%

〇

3.6%0.0%
11月

0.0%
9月7月

40.5%

達成状況

21.3%

1月

15.2% 51.9% 63.9%
21.1%

・Galleryイベントでの再エネ利用ロゴのチラシ掲出（テ
オ・ヤンセン展）

〇

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

〈ホール事業部〉内田　前川

取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇

・公益財団法人 大阪観光局 MICE推進部の『SDGs for MICE評価制度』に
テオヤンセン展が取り組みを宣言した。
・地域交流イベントとして「サキシマmeets!」を開催した。
・ATC　HALLのWEBにおいて「サステナビリティ NEWS」のページを作成し
て公開した。
・エコプラザセミナーではSDGsに関するものを多数開催し情報発信を行っ
た。
・SDGｓラリーを継続実施し、2022年度は他社の環境経営レポートを読む
ことを取り入れた。
・2023年度はSDGｓラリーの質問項目を見直すとともに外部の参加を促
す。

＜広報企画室＞　福井　鋳物

〇

・SDGsラリーの実施対象者を業務委託者に広げ
る

×

・ATCの取り組みに応じたテナントへの情報発信

〇

67.1% 40.6% 31.1% 24.5%

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇・咲州から万博に繋げる100プロジェクト創出

　サキシマmeets!開催（地域交流/2か月に1回） 〇
　おそうじ委員会（毎月）、ごみゼロウィーク（春、秋）参
加

〇

　咲州こどもEXPO開催、相澤ロボット修復プロジェクト
の支援
＜公共サービス事業部＞　北澤・田中・柳大路

・ベイエリアMICEでの連携と発信の強化

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

◎

⇒実績を蓄積してHPなどでの発信

・公共4施設の事業を通じたSDGsの取組と情報発信

＜広報企画室　公共サービス事業部＞　福井　北澤

＜広報企画室　公共サービス事業部＞　福井　北澤

・館内のデジタル化の検討（マルチ画面の活用
等）

〇

・「ATC TEAM EXPO DAY」としてリアル×メタバースで行う『大阪・関西万
博 1000 日前イベント』を開催した。
・社内に万博調整担当を専任で配置した。
・旅行会社とタイアップした団体見学プランを作成した。
・万博ビュースポットを新たに開設した。
・エイジレスセンター内に万博協会のPRブースを設置した。
・2023年度は万博開催までより近づいていくことから活動をさらに活発化
していく。

△・サイボウズを活用したニュースの共有

〇・万博（Society5.0、SDGs）をキーワードにプロジェクト
創出と企業誘致促進

・5月から「2030ATCのありたい姿」のとりまとめを進め10月に策定した。
・全国健康保険協会「健康宣言」事業所として認定され、健康診断全社員
受診等、社員が心身ともに元気に働ける会社を目指す。・エコアクションの取り組みの社内外への発信

・公共サービス事業部4施設事業による産業振興
〇

数値目標

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

グリーン購入（％） 2019年 2022年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

一般廃棄物、産業廃棄物

一般廃棄物、産業廃棄物

ATCビル（特定建築物）
エネルギ―使用量原油換算1500KL以上/年、当社は省エネ法上の「特定事業者」です。
当社は地球温暖化対策推進法上の「特定事業所」です。
購入品・調達品、購入先・外注先
危険物の保管
品質管理　

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□外部からの環境上の苦情・要望等
特になし

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定 南海トラフ地震が発生し、館内で什器の転倒、天井、ガラスの落下、火災、負傷者が発生、初動対応後、津波が来襲

■実施日： ■実施場所
■参加者： ATCビル、テナントの従業員

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定 南海トラフ地震が発生し、館内で什器の転倒、天井、ガラスの落下、火災、負傷者が発生、初動対応後、津波が来襲

■実施日： ■実施場所
■参加者： ATCビル、テナントの従業員

■実施内容： ☑通報訓練　□消火訓練　□避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

ＡＴＣビル

震源地が和歌山県串本沖（南海トラフ）、住之江区で震度６弱の地震が発生し、「津波警報」が発令された。
館内では、火災と負傷者が発生し、エレベーターは地震、火災等により使用できないとの想定。
各テナント・事業所で初動対応措置訓練（地区隊の行動確認）を行った後、非常放送の「津波避難開始」に従っ
て、３階以下階のテナント・事業所は、避難誘導班の指示により避難階段を使い、4階以上階の共用部へ津波避難
訓練を実施する。4階以上のテナント・事業所は、自社区画内で待機

2022年11月15日

2022年6月21日

ＡＴＣビル

消防法（危険物）

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

地球温暖化対策推進法

大阪市廃棄物の減量推進及び適正処
理並びに生活環境の清潔保持に関す
る条例

省エネ法
ビル管法

廃棄物処理法

顧客要求事項

震源地が和歌山県串本沖（南海トラフ）、住之江区で震度６弱の地震が発生し、「津波警報」が発令された。
館内では、火災と負傷者が発生し、エレベーターは地震、火災等により使用できないとの想定。
各テナント・事業所で初動対応措置訓練（地区隊の行動確認）を行った後、非常放送の「津波避難開始」に従っ
て、３階以下階のテナント・事業所は、避難誘導班の指示により避難階段を使い、4階以上階の共用部へ津波避難
訓練を実施する。4階以上のテナント・事業所は、自社区画内で待機。

グリーン購入法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

リサイクルの推進（リサイクル率） 〇

社会の要請に応じた企業価値向上

環境経営方針 ■ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ■ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ■ 変更なし □ 変更あり

✕

2020年の環境経営の取り組み開始以来、種類別排出量の把握、
テナントが排出した産廃の回収依頼、分別推進によるリサイクル
推進、有価物化などを行うことで、ATCの排出量を大幅に削減し
てきた。昨年度はレンタブル面積を増やすためにオープン以来蓄
積していた残置物を大量に廃棄したが、本年度は年度末の処分
量が大幅減となったことから目標達成。

産業廃棄物の削減（ATCホール）

項目 コメント

✕

目標値達成
状況

【目標・環境計画の達成状況】（詳細は環境経営目標及びその実績のとおり）

〇

✕

水道水の削減 〇

熱供給による二酸化炭素削減（ATCホール）

2023年6月1日

電力による二酸化炭素削減（ATCホール除く全
館）

✕

産業廃棄物の削減（ATCホール除く全館） 〇

「2030ATCのありたい姿」のとりまとめを進め10月に策定。

稼働率は完全には回復していない中で、基準年に比べ密になる
イベントを避ける傾向があったことも影響し、電力使用量を抑制で
きたことで目標達成。稼働率の上昇に比べて電力の使用量の削
減が少なかったため原単位では目標未達となった。

2021年度より主催者が催事で排出される廃棄物を分別できる仕
組みを構築した。2022年度もリサイクル推進ならびに産廃処分費
の削減を推進した。

目標値達成
状況（原単位）

-
『SDGs for MICE評価制度』にテオヤンセン展が取り組みを宣言
ATC HALLのWEBで「サステナビリティ NEWS」ページ作成、公開

✕

2021年度目標から１％削減を目標値とした。結果、電力と同じく、
稼働率は完全には回復していない中で、基準年に比べ密になる
イベントを避ける傾向があったことも影響し、目標達成。原単位で
は気温の影響により目標未達となった。

一般廃棄物の削減（全館） ✕ -

-

✕

-
『大阪・関西万博 1000 日前イベント』を開催。
社内に万博調整担当を専任で配置。

分別の推進により2021年度目標から3.4％削減を目標とした。本
年度よりテナントの食品残渣削減の取り組みを行うも、経済活動
が活発化してきたことで一般廃棄物量も増加し目標未達成。次年
度はテナントに協力を依頼し、プラスチックごみの分別・削減にも
取り組む。

〇 -

コピー用紙削減 ✕

グリーン調達・グリーン購入の推進

万博を契機とした産業振興

当社では、環境経営方針に定める廃棄物排出削減に関して、これまで主としてオフィス部門やホール部門を対象に進めてきま
したが、2022年度は新たに商業部門の飲食店から出る食品廃棄物の削減にも取り組みました。まだ食べられるものが廃棄され
る食品ロスや食べ残しなどの食品廃棄物は、環境悪化や将来的な人口増加による食糧危機に対応するためにも、その削減が
求められています。
当社の商業部門では、飲食テナント様に対して、ゴミ庫に設置した計量器で食品廃棄物の重量を毎日計測し、報告していただく
ことをお願いしました。廃棄量は店の大きさや業態によって異なりますが、廃棄量と当該店舗の売上高を対比することで実態が
分かってきました。売上高１単位当たりの廃棄量は計測開始から徐々に下がり始めましたが、さらに削減を加速するために、基
準値（売上高１万円あたりの廃棄量の目標値）を店ごとに設定して廃棄量を減らす努力をしていただくことにしました。今後、基
準値を下回った店舗を成功事例として表彰することで、全館の食品廃棄物を削減してまいります。
食品廃棄物以外の取り組みとしては、風力により生物のように歩行する造形作品を展示する展覧会（テオ・ヤンセン展、2022年7
～9月）において、大阪府内の家庭の太陽光発電によりつくられる電力の環境付加価値（具体的には「グリーン電力証書」）を購
入し、開催期間中の電力の約60％のカーボンオフセットを実現しました。この取り組みもあり、本展覧会は、公益財団法人 大阪
観光局からSDGs for MICEの評価（第１号）を受けることができました。
今後も、テナント様、取引先等のご協力をいただくことにより、当社が存在することによる環境への負荷を減らしていけるように努
力したいと思います。

代表取締役社長　木村　繁

✕

-

分別推進、有価物化、金属リサイクルや蛍光灯等、新しいリサイ
クル業者との取引、ATCホールでの分別推進等に加え、2022年
度は産業廃棄物の処理量が大幅減少した（2021年度にレンタブ
ル面積確保のため大量処分した）ことでリサイクル率がアップし
目標達成。

2022年度は再生可能エネルギー（▲5％）、FCU更新（▲4％）を
加味した目標設定とした。FCU更新、共用部照明点灯箇所、大型
設備の運転時間の見直し等の結果、電力使用量は基準年度比
で86.7％と削減された。一方、夏場・冬場ともに気温の影響大きく
うけ、目標未達の月が過半数となり、使用量、原単位とも目標に
は届かなかった。

電力による二酸化炭素削減（ATCホール）

-

-

FCU更新は、電力使用量ほどには熱供給の削減につながらない
と予想し、目標は2021年度目標から1％削減とした。結果、基準
年度比で95.2％と削減されたが、電力以上に気温の影響を受け、
使用料、原単位とも目標未達となった。

-
館内でのイベントが増え、イベント関連備品等、グリーン購入対
象商品がないことなどで、グリーン購入対象外商品の購入が増
加したことで目標未達成。

SDGsの取組みと情報発信 -

〇

-

2019年度より優先順位をつけてトイレの改修を行っている。2022
年度は来館者の最も使用頻度が高いITM棟2階、インフォメーショ
ン前トイレの改修工事を実施し、節水タイプの設備に更新した。

稟議書の電子化、会議資料のペーパレス化等により、基準年に
比べ77％となったが、コロナによる規制がない中、各部の業務が
活発になることでコピー用紙の使用量が増加し目標には届かな
かった。

-

熱供給による二酸化炭素削減（ATCホール除く全
館）

-
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□ATCの環境・社会活動について
ATCでは事業活動を通して環境や社会視点で情報発信しています。エコアクション21の活動を通して、環境経
営方針に基づく取り組みをテーマごとに社内活動や対外活動を紹介します。
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□編集後記
・環境経営事務局　安田夏実

・環境経営事務局　北澤　弘行
　環境経営分野においては、脱炭素や脱炭素に関連する取り組みが一層重要視されるとともに、ESG経営を進めていく上
で、例えばDEI（ダイバーシティ、エクイディ、インクルージョン）も意識していくという考え方が少しずつ広まってきました。
　当社でも、エコアクション21の取組みを活かして一層の環境経営・ESG経営を進めていくとともに、次の時代の当社のあり
方について模索するツールとしても活かしていければと思います。

2020年に全社的にエコアクション21に取組み始め、今回で3回目の環境経営レポートの発行となりました。
振り返れば3年前は、SDGsがまだ今ほど世の中に広まっておらず、社内でも全社的にエコアクション21に取組むことに不安
を感じる声も多くありました。
しかしながら、社会を取り巻く環境も変化し、今では社内から「やっていてよかった」という声を聞くようになりました。
もはや環境経営に取り組むことは当社にとって「あたりまえ」となりつつあります。一足飛びには進まず、歯がゆい思いをす
ることも多いですが、テナント様や催事主催者様のご協力を得ながら、少しずつでも前進することを止めず、持続可能な企
業へと発展していけたらと思っています。

28


